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Aspergillus taichungensis 由来の新規ジテルペンの構造解析と抗菌活性
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【目的】当研究室が保有する真菌 Aspergillus taichungensis (IBT19404 株) は多様か

つ特異な構造のプレニル化インドールアルカロイドを産生し 1)、二次代謝産物の産

生能が非常に高い。そこで本研究では、本真菌が産生している二次代謝産物につ

いて広く精査し、生物活性を評価した。 

【方法・結果】本真菌の抽出物

を各種クロマトグラフィーで精

製した。その結果、15 種のジテ

ルペンを単離し、13 種が新規化

合物であった。1-3 は新規骨格

を有するノルジテルペンであり、

2 は 1 の配糖体であった。2, 5
および 6 に含まれるグルコース

の絶対立体配置は、加水分解後、

L-システインメチルエステルを

用いてジアステレオマーとし、

HPLC で分析し 2)、全て D-体であることを確認した。単離した化合物について、

ディスク法により Escherichia coli, Bacillus cereus および Candida albicans に対す

る抗菌活性を調べた (20 μg/disk)。その結果、3 と 4 は 3 種の菌に対して抗菌活

性を示したが、他の化合物は抗菌活性を示さなかった。 
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